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３

法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
財
政
再
計
算
に
お
い
て
、
対
応
後
リ
ス
ク
充
足
額
が
財
政
悪
化
リ
ス

ク
相
当
額
を
上
回
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
上
回
ら
な
い
よ
う
に
リ
ス
ク
対
応
掛
金
額
を
減
少
さ
せ
、
又
は
リ

ス
ク
対
応
掛
金
額
の
拠
出
を
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

特
別
掛
金
額
の
予
定
償
却
期
間
の
残
存
期
間
は
リ
ス
ク
対
応
掛
金
額
の
予
定
拠
出
期
間
の
残
存
期
間
よ
り
短
い

期
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
）

第
四
十
六
条
の
三

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
を
実
施
す
る
と
き
又
は
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
を
実
施
し
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
給
付
の
設
計
を
変
更
す
る
と
き
（
掛
金
の
額
に
係
る
規
約
の
変
更
を
行
う
場
合
に
限
る
。）に
お
け

る
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
は
、
当
該
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
掛
金
の
額
を
第
四
十
五
条
第
一
項
の

標
準
掛
金
額
、
補
足
掛
金
額
そ
の
他
の
掛
金
の
額
に
区
分
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
な
ら
ば
当
該
実
施
又
は
当
該

変
更
に
よ
る
財
政
計
算
に
お
い
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
標
準
掛
金
額
と
補
足
掛
金
額
と
を
合
算
し
た
額
と
す

る
方
法
に
よ
り
計
算
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
を
再
計
算
す
る
場
合
（
前
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）に
お
け

る
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
は
、次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
計
算
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
の
う
ち
前
項
の
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
標
準
掛
金
額
に
つ
い
て
、
当
該

計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
標
準
掛
金
額
に
係
る
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
割

合
又
は
同
項
第
二
号
の
額
を
増
加
又
は
減
少
さ
せ
る
方
法

二

当
該
再
計
算
に
お
い
て
計
画
的
に
掛
金
を
拠
出
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
額
と
し
て
規
約
で
定
め
る
額
を
前

条
第
一
項
第
一
号
の
リ
ス
ク
対
応
額
と
み
な
し
て
同
号
の
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額
を
追
加
し
て
拠
出
す
る
方

法
三

前
二
号
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
た
方
法

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
を
再
計

算
す
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
業
主
の
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
は
、
第
一
項
の
計
算
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
標
準
掛
金
額
と
当
該
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
掛
金
の
額
を
第
四
十
五
条
第
一
項
の
標
準
掛
金

額
、
補
足
掛
金
額
そ
の
他
の
掛
金
の
額
に
区
分
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
な
ら
ば
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ

る
財
政
計
算
に
お
い
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
補
足
掛
金
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
金
の
合
併

当
該
合
併
に
よ
り
増
加
す
る
実
施
事
業
所
の
事
業
主

二

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
事
業
所
の
増
加

当
該
増
加
す
る
実
施
事
業
所
の
事
業
主

三

法
第
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
他
の
確
定
給
付
企
業
年
金
の
加
入
者
等
に
係
る
給
付
の
支
給
に
関
す

る
権
利
義
務
の
承
継

当
該
加
入
者
等
を
使
用
し
、
又
は
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
実
施
事
業
所
の
事
業
主

四

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
産
管

理
運
用
機
関
等
へ
の
解
約
手
当
金
に
相
当
す
る
額
の
引
渡
し

当
該
引
渡
し
に
関
す
る
申
出
に
係
る
共
済
契
約

者
で
あ
っ
た
事
業
主

第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
除
く
。）」」を
「
除
く
。）」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
予
想
額
の
現
価
か
ら
、
標
準
掛
金
額
と
補
足
掛
金
額
の
合

算
額
の
予
想
額
の
現
価
」
を
「
通
常
予
測
給
付
額
の
現
価
と
財
政
悪
化
リ
ス
ク
相
当
額
を
合
算
し
た
額
か
ら
、
掛
金

の
額
（
標
準
掛
金
額
及
び
補
足
掛
金
額
を
合
算
し
た
額
又
は
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
を
い
う
。
第
三
項
に

お
い
て
同
じ
。）の
現
価
に
相
当
す
る
額
と
財
政
悪
化
リ
ス
ク
相
当
額
に
対
応
す
る
た
め
に
追
加
的
に
拠
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
掛
金
の
額
の
予
想
額
（
同
項
に
お
い
て
「
追
加
拠
出
可
能
額
」
と
い
う
。）の
現
価
に
相
当
す
る
額
を
合
算

し
た
額
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

追
加
拠
出
可
能
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
は
、
財
政
悪
化
リ
ス
ク
相
当
額
か
ら
リ
ス
ク
充
足
額
（
積
立
金
の
額

と
掛
金
の
額
の
予
想
額
の
現
価
を
合
算
し
た
額
か
ら
通
常
予
測
給
付
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

（
当
該
額
が
零
未
満
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
零
と
す
る
。）を
い
う
。）を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
零
未
満
と
な

る
場
合
に
あ
っ
て
は
零
と
す
る
。）と
す
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
中
「
前
項
の
額
」
を
「
法
第
六
十
条
第
三
項
の
現
価
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

３

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
六
十
条
第
三
項
の
現
価
の
算
定
に
お
い

て
、
積
立
金
の
額
を
第
一
項
に
規
定
す
る
予
定
利
率
及
び
予
定
死
亡
率
並
び
に
前
項
に
規
定
す
る
指
標
の
予
測
を

算
定
の
基
礎
と
す
る
な
ら
ば
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
法
第
六
十
条
第
三
項
の
現
価
で
除
し
て
得
た
率
を
計
算
の

基
礎
と
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
三
条
第
一
項
中
「
法
第
六
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
並
び
に
第
五
十
三
条
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
法
第
六
十
三
条
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
五
条
」
を
加
え
る
。

第
八
十
二
条
中
「
未
満
で
あ
る
こ
と
」
の
下
に「（
当
該
規
約
型
企
業
年
金
が
第
八
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ

又
は
ロ
に
掲
げ
る
確
定
給
付
企
業
年
金
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
並
び
に
」
を
「
、
」
に
改
め
、「
納
付
を
受
け
る
基
金
」
の
下
に
「
並
び
に
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
を
実
施
す
る

事
業
主
等
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
の
見
出
し
中
「
年
金
給
付
等
積
立
金
」
を
「
積
立
金
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
運
用
の
基
本
方
針
の
作
成
又
は
変
更
に
当
た
っ
て
加
入
者
の
意
見
を
聴
く
方
法
）

第
八
十
四
条
の
二

令
第
四
十
五
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
加

入
者
の
意
見
を
聴
く
場
合
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
加
入
者
の
代
表
者
を
選
任
し
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
代
表
者
が
参
画
す
る
委

員
会
を
設
置
し
て
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
方
法

イ

基
本
方
針
を
作
成
又
は
変
更
す
る
際
に
、
当
該
代
表
者
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
。

ロ

年
一
回
以
上
、
基
本
方
針
に
関
し
て
、
当
該
代
表
者
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
。

ハ

当
該
代
表
者
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
、
毎
事
業
年
度
の
積
立
金
の
資
産
の
額
そ
の
他
積
立
金
の
運

用
の
実
績
を
当
該
代
表
者
に
開
示
す
る
こ
と
。

二

基
金
型
企
業
年
金
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
方
法

イ

基
本
方
針
を
作
成
又
は
変
更
す
る
際
に
、
規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
加
入
者
に
意
見
の
提
出
の
機
会

を
与
え
る
こ
と
。

ロ

基
本
方
針
を
作
成
又
は
変
更
す
る
際
に
、
代
議
員
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
。

ハ

代
議
員
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
、
毎
事
業
年
度
の
積
立
金
の
資
産
の
額
そ
の
他
積
立
金
の
運
用
の

実
績
を
当
該
代
議
員
に
開
示
す
る
こ
と
。

三

次
に
掲
げ
る
確
定
給
付
企
業
年
金
以
外
の
確
定
給
付
企
業
年
金
に
あ
っ
て
は
、
第
八
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
周
知
さ
れ
る
基
本
方
針
に
関
し
て
意
見
を
聴
く
方
法

イ

第
二
十
九
条
第
三
号
の
積
立
金
の
運
用
利
回
り
の
実
績
に
基
づ
き
令
第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
再
評

価
若
し
く
は
同
条
第
三
項
の
改
定
を
行
う
確
定
給
付
企
業
年
金
（
第
二
十
九
条
第
四
号
又
は
第
五
号
に
お
い

て
同
条
第
三
号
の
積
立
金
の
運
用
利
回
り
の
実
績
を
用
い
る
も
の
を
含
み
、
国
債
、
保
険
業
法
施
行
規
則
第

七
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
勘
定
を
設
け
る
保
険
契
約
に
係
る
資
産
そ
の
他
こ
れ
ら
に

準
ず
る
資
産
の
み
で
資
産
を
構
成
し
、
資
産
の
構
成
割
合
を
あ
ら
か
じ
め
規
約
で
定
め
る
も
の
及
び
受
託
保

証
型
確
定
給
付
企
業
年
金
を
除
く
。）

ロ

リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金

２

前
項
第
一
号
の
加
入
者
の
代
表
者
は
、
規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
代

理
人
に
同
号
イ
及
び
ロ
の
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
確
定
給
付
企
業
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
又
は
基
金
は
、
基
本
方
針
の
作

成
又
は
変
更
に
当
た
っ
て
、
第
一
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
ロ
又
は
第
二
号
イ
の
意
見
を
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
運
用
の
基
本
方
針
の
周
知
）

第
八
十
四
条
の
三

令
第
四
十
五
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
基
本
方
針
の
周

知
は
、
法
第
七
十
三
条
の
業
務
概
況
の
周
知
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
中
「
を
除
く
。」を
「
を
除
き
、
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年

金
を
実
施
す
る
事
業
主
等
に
限
る
。」に
改
め
、
同
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。八

調
整
率
の
推
移
そ
の
他
調
整
率
に
関
す
る
事
項




		2016-12-13T15:07:28+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




